




新型コロナウイルス感染対策について
開催会場の感染対策概要

1. 収容人数の制限（会場定員420名➡150名 64％定員減）

2. 発熱や軽度であっても咽頭痛などの症状があるなど体調の悪い参加者については、⼊館を⾃
粛するよう会場掲示や事前通知により注意喚起を⾏います

3. 利⽤者には体温測定とマスクの着⽤を求めるとともに、マスクの着⽤のない利⽤者に対しては、
⼊館を⾃粛するよう会場掲や事前通知により注意喚起を⾏います

4. 空調機器は常時稼働（外気導⼊運転なども含む）し、空気の滞留を避けた、ビル管理法
に基づく空気環境で管理しています

5. 室内の喚起回数は推奨値の毎時2回以上に対し、毎時4.5回で運転しています

6. 講演時は、扉（⼊口）を開放し密閉空間とならないようにします

7. 会場には複数個所に手指消毒剤を設置します

8. 受付滞留時間の削減として、
① 事前参加費の徴収
② 座席の指定席制
③ 資料
（テキスト、参加証、領収書）は座席受け取り

9. 聴講する座席間（前後左右）は推奨間隔である1メートルを確保します

10. 開催前に⾼頻度接触部位（テーブル、椅子の背もたれ、ドアノブ、電気スイッチ、キーボード、
蛇口、手すり、エレベーターのボタンなど）清拭の実施します


